
用
水
確
保
は
「
茨
城
も
首
都
圏
も
水

余
り
」
「
中
央
広
域
水
道
（
大
宮
地
域

も
使
用
）
で
水
道
料
金
引
き
上
げ
に
、

那
珂
川
を
水
源
に
す
る
水
道
水
に
霞
ヶ

浦
の
水
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
る
」
、
霞
ヶ

浦
・
千
波
湖
浄
化
は
「
那
珂
川
は
窒
素

成
分
が
霞
ヶ
浦
よ
り
高
く
浄
化
に
逆

行
」
、
利
根
川
・
那
珂
川
の
渇
水
対
策

は
「
ど
ち
ら
も
流
域
雨
量
は
同
じ
、
過

去
の
渇
水
は
同
時
期
」
な
ど
破
た
ん

し
て
い
ま
す
。

９
月
議
会
で
金
子
卓
議
員
が
「
導

水
事
業
」
の
見
解
を
市
長
に
た
だ
し

ま
し
た
が
、
「
重
要
な
事
業
で
あ
る
と

現
在
も
認
識
し
て
い
る
」
と
い
う
答

弁
で
し
た
。

１
２
月
議
会
で
は
、
堀
江
鶴
治
議

員
が
漁
協
の
反
対
運
動
の
広
が
り
を

の
べ
、
市
長
に
再
度
質
問
し
ま
す
。

２００８年１２月 民 主 大 宮 ＮＯ．１１１

昨
年
の
９
月
、
国
交
省
が
一
方
的

に
「
取
水
口
建
設
」
を
通
告
。
「
清
流

と
漁
業
を
守
り
、
子
や
孫
に
残
す
」
と

那
珂
川
漁
協
が
「
霞
ヶ
浦
導
水
取
水

口
建
設
の
中
止
を
求
め
る
決
議
」
を

発
表
（
昨
年
の
１
０
月
）
し
た
の
を
期

に
関
係
全
漁
協
の
た
た
か
い
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

今
年
１
月
に
茨
城
・
栃
木
の
那
珂

川
関
係
の
７
漁
協
が
協
議
会
を
発
足
。

１
０
月
２
日
に
は
全
国
内
水
面
漁
連

宮
崎
大
会
で
「
導
水
取
水
口
建
設
中

止
を
国
に
求
め
る
議
案
」
を
全
会
一

致
で
採
択
。
導
水
事
業
に
よ
る
シ
ジ

市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委

員
会
が
１
１
月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
傍
聴
者
の
定
員
は
５
人
で
し

た
が
、
共
産
党
議
員
団
を
代
表
し
て

金
子
議
員
が
傍
聴
、
ほ
か
新
日
本
婦

人
の
会
か
ら
２
人
傍
聴
者
が
あ
り
ま

し
た
。

検
討
委
員
会
（
２
１
人
で
構
成
）
で

は
最
初
に
、
委
員
長
に
市
区
長
会
長

の
河
野
さ
ん
（
大
宮
・
上
大
賀
区
長
）
、

副
委
員
長
に
森
戸
さ
ん
（
御
前
山
地

区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
）

を
選
出
。
新
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ

ム
運
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
新
市

ミ
・
魚
介
類
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い

た
大
涸
沼
漁
協
も
理
事
会
で
「
導
水

事
業
の
中
止
を
求
め
る
決
議
」
を
採

択
し
ま
し
た
。

取
水
口
建
設
差
止
め
を
求
め
る
仮

処
分
申
し
立
て
（
今
年
３
月
・
那
珂
川

ア
ユ
裁
判
）
の
署
名
は
、
８
万
筆
を
超

え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
の
大
型
開
発
事
業
に
漁
業
権
を

持
つ
漁
協
が
裁
判
に
訴
え
て
た
た
か

う
の
は
全
国
初
め
て
で
す
。
流
域
漁

協
の
す
べ
て
が
団
結
し
た
の
も
、
全
国

内
水
面
漁
連
が
国
の
開
発
事
業
中
止

を
求
め
る
の
も
初
め
て
で
す
。

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
は
、
総
事
業
費

１
９
０
０
億
円
（
茨
城
県
負
担
８
５

１
億
円
）
で
２
０
１
５
年
完
成
予
定

（
１
９
９
３
年
完
成
予
定
が
４
回
の

計
画
変
更
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
事
業
目
的
で
あ
る
都
市

内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

事
務
局
の
説
明
で
は
、
１
２
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
い
、
来
年
３
月

の
年
度
末
に
は
基
本
計
画
を
決
定
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
は
２
０
０
０
人
の
市
民
（
男
女
半
々
、

２
０
～
５
９
歳
と
６
０
歳
以
上
半
々
、

大
宮
１
１
０
０
、
山
方
３
０
０
、
美
和

・
緒
川
・
御
前
山
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
）

を
対
象
と
し
て
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ

ス
テ
ム
（
予
約
制
の
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
）

の
要
望
を
調
査
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

協
議
の
中
で
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
「
高
齢
者
、
周
辺
地
域
も
考
慮

す
べ
き
」
「
交
通
不
便
者
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
大
事
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
締
め
切
り
は
、
１
２

月
２
６
日
で
す
。

予
約
制
の
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
方
式

と
も
よ
ば
れ
、
路
線
バ
ス
並
み
の
定

額
料
金
で
、
タ
ク
シ
ー
の
様
に
住
民
の

方
が
希
望
す
る
場
所
か
ら
場
所
ま
で

ド
ア

to

ド
ア
の
移
動
を
提
供
す
る
、

新
し
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
廃

止
の
進
む
路
線
バ
ス
に
替
わ
っ
て
、
地

域
の
新
た
な
足
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
下
図
の
と
お
り
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
（

）
の

要
望
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

日本共産党・金子卓議員

ＮＯ.１１１

２００８年１２月

日本共産党大宮支部

電話（52）2422

FAX（52）2471

予予 予予
約約 約約

制制 制制
のの のの

乗乗 乗乗
合合 合合
タタ タタ
クク クク
シシ シシ
ーー ーー

デ
マ
ン
ド

型
交

通
シ
ス

テ
ム
と

は

〔国
交

省
東

北
運

輸
局

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

か
ら

〕

○高齢者の気軽な外出や園児・児童の安全な送迎、交通空白地域の解消等により、住民サービス向上を実現

○地域交通事業者と協業しつつ、交通サービスを統合・効率化して、財政支出の削減を実現

○商店街との連携によって生まれる、地元住民の地域商店への誘客により、地域の活性化を実現

漁協の「先祖代々の清流を守りたい」との願いにどうこたえるか

首長と地方自治体のあり方が問われています

各
地
で
の
効

果

〔国交省東北運輸局のパンフレットから〕

１２月議会の一般質問 （８人が通告)

１１日（木 ）３番目堀江鶴治議員

１２日（金 ）１番目金子卓議員

＊開会は午前１０時です。傍聴をお願いします。



用
水
確
保
は
「
茨
城
も
首
都
圏
も

水
余
り
」
「
中
央
広
域
水
道
（
大

宮
地
域
も
使
用
）
で
水
道
料
金
引

き
上
げ
に
、
那
珂
川
を
水
源
に
す

る
水
道
水
に
霞
ヶ
浦
の
水
が
ブ
レ

ン
ド
さ
れ
る
」
、
霞
ヶ
浦
・
千
波

湖
浄
化
は
「
那
珂
川
は
窒
素
成
分

が霞ヶ浦より高く浄化に逆行」、
利
根
川
・
那
珂
川
の
渇
水
対
策
は

「
ど
ち
ら
も
流
域
雨
量
は
同
じ
、

過
去
の
渇
水
は
同
時
期
」
な
ど
破

たんしています。
９
月
議
会
で
金
子
卓
議
員
が

「
導
水
事
業
」
の
見
解
を
市
長
に

た
だ
し
ま
し
た
が
、
「
重
要
な
事

業であると現在も認識している」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。
１
２
月
議

会
で
は
、
堀
江
鶴
治
議
員
が
漁
協

の反対運動の広がりをのべて市
長に再度質問します。

２００８年１２月 新 し い 山 方 ＮＯ．６

昨年の９月、国交省が一方的
に「取水口建設」を通告。「清
流と漁業を守り、子や孫に残す」
と那珂川漁協が「霞ヶ浦導水取
水口建設の中止を求める決議」
を発表（昨年の１０月）したの
を期に関係全漁協のたたかいに
広がっています。
今年１月に茨城・栃木の那珂

川関係の７漁協が協議会を発足。
１０月２日には全国内水面漁連
宮崎大会で「導水取水口建設中
止を国に求める議案」を全会一
致で採択。導水事業によるシジ

市内循環交通システム検討委
員会が１１月６日に開催されま
した。傍聴者の定員は５人でし
たが、共産党議員団を代表して
金子議員が傍聴、ほか新日本婦
人の会から２人傍聴者がありま
した。検討委員会（２１人で構成）
では最初に、委員長に市区長会
長の河野さん（大宮・上大賀区
長
）
、
副
委
員
長
に
森
戸
さ
ん

（御前山地区民生児童委員協議
会副会長）を選出。新市内循環
交通システム運行までのスケジュー

ミ・魚介類への影響を懸念して
いた大涸沼漁協も理事会で「導
水事業の中止を求める決議」を
採択しました。
取水口建設差止めを求める仮

処分申し立て（今年３月・那珂
川アユ裁判）の署名は、８万筆
を超えて広がっています。
国の大型開発事業に漁業権を

持つ漁協が裁判に訴えてたたか
うのは全国初めてです。流域漁
協のすべてが団結したのも、全
国内水面漁連が国の開発事業中
止を求めるのも初めてです。
霞ヶ浦導水事業は、総事業費

１９００億円（茨城県負担８５
１億円）で２０１５年完成予定
（１９９３年完成予定が４回の
計画変更）となっています。
しかし、事業目的である都市

ル、新市内循環交通システム基
本計画、市民アンケート等につ
いて協議しました。
事務局の説明では、１２月に

アンケートをおこない、来年３
月までに基本計画を決定したい
とのことでした。市民アンケー
トは２０００人の市民（男女半々、
２０歳～５９歳と６０歳以上半々
で大宮１１００、山方３００、
美和・緒川・御前山がそれぞれ
２００）を対象としてデマンド
型交通システム（予約制の乗合
いタクシー）の要望を調査する

としています。
協議の中で、市民アンケート

について「高齢者、周辺地域も
考慮すべき」「交通不便者の意
見を聞くことが大事」などの意
見が出されました。
アンケートの締め切りは、今

月２６日です。

予約制の乗合いタクシー方式
ともよばれ、路線バス並みの定
額料金で、タクシーの様に住民
の方が希望する場所から場所ま
でドア

toドアの
移動を

提
供す

る、新しい公共交通サービスで
す。そのイメージは下図のとお
りです。

デ
マ
ン
ド
型
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通
（

）
の

要
望
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
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デ
マ
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ド
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交

通
シ
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は

〔国
交
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東

北
運

輸
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の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

か
ら

〕

○高齢者の気軽な外出や園児・児童の安全な送迎、交通空白地域の解消等により、住民サービス向上を実現

○地域交通事業者と協業しつつ、交通サービスを統合・効率化して、財政支出の削減を実現

○商店街との連携によって生まれる、地元住民の地域商店への誘客により、地域の活性化を実現

漁協の「先祖代々の清流を守りたい」との願いにどうこたえるか

首長と地方自治体のあり方が問われています

各
地
で
の
効
果

〔国交省東北運輸局のパンフレットから〕

１２月議会の一般質問 （８人が通告)

１１日（木 ）３番目堀江鶴治議員

１２日（金 ）１番目金子卓議員

＊開会は午前１０時です。傍聴をお願いします。

第６号

２００８年１２月

日本共産党山方支部

木村 勞

電話 (57)9478

堀江かくじ議員

電話 (56)3030

金子すぐる議員

電話 (52)2422

茨城３漁協、栃木４漁協 内水面とは 河川・湖沼のこと
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